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Craft 捨て活   
真冬に夏物衣類整理？ 

室内のグリーン、飾る位置が変わるだけでインテリアの印象がすいぶんと違ってきま

すね。流行のフリンジも取り入れた、簡単に作れるプラントハンガーのご紹介です。 立春といっても２月はまだまだ寒い日が続きます。そんな時

になぜ夏物の整理？と不思議に思われますよね。でも季節

が違うからこそ、本当に“必要”か“不必要”かが見分けられる

かもしれません。 
 

暑さの残る秋にＴシャツなどを処分しようとすると、洗い替え

にとっておく！パジャマ替わりに！草取り用に！などと理由を

つけ処分できずにいませんか？結局、次のシーズンも使わな

かったなんてことも…。寒い冬だからこそできる、夏物の整理

はいかがでしょう。        

■ 作り方  

それ 
いいかも！ 

簡単に 
できるのね！ 

★糸を麻に変えたり、マクラメ編みで作ったりできます。必要な糸の長さは、フリンジ＋鉢底半径＋鉢の高さ

＋吊るし部分の長さ＋5cm（余裕）です。 

②図のように底部分から作ります。 

鉢カバーの縁でこま結びを1つ。 

■ 材料 たこ糸 60cm８本・まとめ結び用30cm２本 
鉢カバー（直径10cm高さ9cm） 

木工用ボンド・ハサミ・マスキングテープ 

①フリンジ（15cm）をまとめ結びで作る。結ん

だ端をカットして木工用ボンドで留める。 

③鉢カバーの中間

で、図のように隣の

糸とこま結びを1つ。 

④鉢カバーの縁で、隣の

糸とこま結びを1つ。ここ

がネット部分になります。 

⑤鉢カバーを抜き、

残った糸の上部を

まとめ結びで束ね

①と同じ処理をして、

吊下げ部分を作り

完成です。 

まとめ結び  
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部分 
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整理して要らなくなった衣類…リサイクルショップに持ち

込むにも外出は寒い。そんな寒がりさんやお店が近所に

無い方は、スマートフォンのフリマアプリで出品したり、イ

ンターネット上のリサイクルサイトなどを利用するのもよい

ですよ。 

また、衣類を資源ゴミとして出せば、選別され工場用雑巾

（ウエス）になったり、外国に送られ古着として利用されて

います。 
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